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はじめに 
 

当委員会は、ロジスティクス環境会議および各委員会の円滑かつ効果的な活動を支

える共通的な「情報資源」を整備し、その成果を環境会議メンバーはじめ、ＪＩＬＳ

会員企業と産業界に広く情報発信することを使命としています。 

これまで、物流・ロジスティクスの視点から、既存の用語集等で取り上げられてい

ない環境に関する用語を選定し、用語集として整備することや、行政、自治体、産業

界、学界、団体等の情報を収集するためのデータ整備、行政機関の法制度や施策動向、

環境に関する国際動向等について情報を収集し、整備する活動を展開してまいりまし

た。 

また、各業界の物流・ロジスティクス分野における環境負荷低減の取り組みや先端

技術の動向を把握するために、ＣＧＬメンバーを対象とした講習会や研究会を開催し、

積極的な情報発信に努めてまいりました。 

その中でも、２００５年度は特に、企業の「環境報告書」の中で、物流に関する記

載内容をどのように改善すれば第三者に物流・ロジスティクスの環境的側面における

諸活動が正しく理解され、評価されるのか、という観点から調査を行い、情報開示の

効果を高めるための提案等をまとめています。 

用語集、リンク集など、ＪＩＬＳホームページにアクセスいただき、当委員会の活

動成果をご活用いただきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

 

社団法人日本ロジスティクスシステム協会 
ロジスティクス環境会議 
共通基盤整備委員会 
委員長 津久井  英喜 

 

 



共通基盤整備委員会  2005年度活動報告 
 

 

 開 催 日 時 間 会 場 

 第９回 2005年 4月15日（金） 16：00－17：30 虎ノ門パストラル 

第 10回 2005年 5月12日（木） 16：00－17：30 芝パークホテル 

第 11回 2005年 6月 9日（木） 16：00－17：30 JILS会議室 

第 12回 2005年 7月14日（木） 16：00－17：30 浜松町東京會舘 

第 13回 2005年 8月11日（木） 16：00－17：30 JILS会議室 

第 14回 2005年 9月 8日（木） 16：00－17：30 JILS会議室 

第 15回 2005年10月13日（木） 16：00－17：30 JILS会議室 

第 16回 2005年11月18日（金） 13：00－14：30 JILS会議室 

第 17回 2005年12月16日（金） 13：30－15：00 JILS会議室 

第 18回 2006年 2月 9日（木） 13：30－15：00 芝パークホテル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



共通基盤整備委員会  委員 
 

 

No.  会 社 名 氏 名 所属・役職 

1 委員長 諏訪東京理科大学 津久井 英喜 経営情報学科 教授 

2 副委員長 東芝物流(株) 堀口  英雄 
物流技術部長附  
品質･環境管理部 

3 〃 (株)日本総合研究所 下村  博史 
研究事業本部  
上席主任研究員 

4 委  員 文化女子大学   

5 〃 キユーピー(株)   

6 〃 キリンビール(株)   

7 〃 三洋電機ロジスティクス(株)   

8 〃 日本アイ･ビー･エムロジスティクス(株)   

9 〃 (株)日本航空インターナショナル   

10 〃 日野自動車(株)   

11 〃 三菱化学物流(株)   

12 〃 安田倉庫(株)   

13 〃 (財)流通システム開発センター   

 

 



共通基盤整備委員会主催 研究会 

ロジスティクス環境会議 メンバー対象 無料研究会 

 

 

研究会 開催日時 テ ー マ 

第５回 2005 年 4 月 15 日(金) 
17：45～19：45 
 

『ＪＡＬグループの環境取組み』 
 

第６回 2005 年 5 月 12 日(木) 
17：30～19：30 
 

『情報機器のリサイクル』 
 

第７回 2005 年 6 月 9 日(木) 
17：30～19：30 
 

『中国の産業構造の変化とグリーン物流』 
 

第８回 7 月 14 日(木) 
17：30～19：30 
 

『キリングループの環境への取組み』 
 

第９回 2005 年 8 月 11 日(木) 
17：45～19：45 
 

『消費財流通における情報標準化の動向』 
 

第１０回 2005 年 9 月 9 日(金) 
17：30～19：30 

現場見学会 
ＪＦＥアーバンリサイクル(株) 

第１１回 2005 年 10 月 13 日(木) 
17：30～19：30 
 

『包装資材における環境対応の動向』 
 

第１２回 2005 年 11 月 18 日(金) 
14：45～16：45 
 

『物流事業における環境対策』 
 

第１３回 2005 年 12 月 16 日(金) 
15：15～17：15 
 

『西濃運輸における環境対応事例』 
 

第１４回 2006 年 2 月 9 日(木) 
15：15～17：15 
 

『自動車リサイクル部品について』 
 



共通基盤整備委員会主催 グリーンロジスティクス講習会 

ロジスティクス環境会議 メンバー企業対象 無料講習会 

 

 ＊発表者の所属・役職等は発表当日時点 

講習会 内     容 

日  時：２００５年７月２８日(木） １３：３０～１６：３０ 
会  場：全共連ビル会議室(No.１）東京都千代田区平河町２－７－９ 
参加者：６７名 
13:30～13:35 
 

【開 会】挨拶 津久井  英喜  氏 
ロジスティクス環境会議 共通基盤整備委員会 委員長 
諏訪東京理科大学 経営情報学科 教授 

13:35～14:25 
 (50 分) 
 
 

【講演１】陶山 勝 氏 
ミニストップ(株) 相談役  

『ミニストップの物流と環境の取り組み 
～コスト削減・ＣＯ２削減・配送品質・安全管理～』

14:25～14:35 【休 憩】 
14:35～15:25 
 (50 分) 
 

【講演２】宮下 正己 氏 
経済産業省  資源エネルギー庁 省エネルギー対策課   

『エネルギーの使用の合理化に関する法律の一部を改正する

法律案について』 
15:25～15:35 【休 憩】 
15:35～16:25 
 (50 分) 

【講演３】野元 茂  氏 
社団法人日本自動車工業会 
安全･環境技術委員会 排出ガス燃費部会 ディーゼル分科会 

『トラック車両用エンジンに関する環境対応の動向 
～関係規制の概要とメーカの対応～』

第１回 

16:25 【閉  会】 

日  時：２００６年１月２０日(金） １４：００～１６：１５ 
会  場：グランパーク  プラザ棟４階「ホール」東京都港区芝浦３－４－１ 
参加者：９５名 
14:00～14:05 【開 会】挨拶  津久井  英喜  氏 

ロジスティクス環境会議 共通基盤整備委員会 委員長 
諏訪東京理科大学 経営情報学科 教授 

14:05～15:05 
 (60 分) 

【講演１】須賀 千鶴 氏 
経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 
省エネルギー対策課 企画調整一係長 

『平成１７年度改正省エネ法のポイント 
－荷主に係る措置について』

15:05～15:15 【休 憩】 
15:15～16:15 
 (60 分) 

【講演２】平澤 崇裕 氏 
国土交通省 総合政策局 環境・海洋課 専門官 

『改正省エネ法－輸送事業者判断基準－について』 

第２回 

16:15 【閉  会】 
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